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【研究の背景・目的】 

大気水収支法による現代的なグローバルな水循環
の研究の開闢、陸面モデルと河川モデルによる水循
環推計の枠組みを用いたグローバルな水循環推計と
世界の水資源アセスメントや気候変動影響への応用、
そして水循環モデルへの人間活動の考慮など、代表
者をはじめとする研究者らの先駆的な取り組みによ
ってグローバルな水循環研究はここ 20年で大きく発
展した。 
近未来にぜひとも実現したい全大陸 1km 空間解像

度での過去から将来にわたる 1000年間の水・エネル
ギー循環の推計に向けて、今後 20年以上にわたって
世界のグローバル水文学をリードできる次世代陸域
モデル(Terrestrial Model in the Next Generation; 
TiMiNG)の数値シミュレーションシステムの基盤を
本研究では構築する。 

 
【研究の方法】 

数値天気予報や将来の気候変動予測などに用いら
れる大気大循環モデルの陸面境界条件を与えるため
に大気モデルに従属して開発されてきた陸面モデル
の研究蓄積と、斜面や河道における水動態に関する
水文学的知見を組み合わせて、土地利用や植生の変
化、湖沼や河川さらにはその氾濫などを陽に表現す
る陸域水・エネルギー循環モデルを、動的河川モデ
ル(CaMa-Fllod; Yamazaki et al., 2011)を軸として
新たに構築する。さらに、貯水や取水、運河輸送や
地下水汲み上げなどの人間活動を全球水循環モデル
H08(Hanasaki et al., 2008)から取り込む。 

また、グローバル水文学では、外力と呼ばれる降
水量や地上気温、風速、下向き放射量などの気象情
報や、土地利用・土地被覆、植生量、土壌タイプ、
地形など陸面情報、河道や湖沼の位置・面積割合と
いった情報が算定精度に対して大きな影響を及ぼす。
そのため、これらのデータの収集・推計・整備、さ
らには公開を通じて当該分野の発展に寄与する。 
これらと並行し、グローバル水文学における現代

的な 4 つの課題に挑戦する。 
1)日本域における 1km 解像度での実時間計算 
2)アラル海流域の 1km 解像度での 50 年分計算 
3)全大陸 1km 解像度での 1 年間計算 
4)全大陸 50km 解像度での 250 年陸域モデル計算

(第 3期全球土壌水分プロジェクトの一貫として、
世界をリードする) 

【期待される成果と意義】 
本研究は、近未来に全大陸 1km 解像度で 1000 年

分の水・エネルギー循環を推計しようという大きな
目標に向けた基礎的研究開発である。 
全世界の大学・研究機関等 50 グループ以上で利

用されるようになった先端的な動的河川モデルを核
とした次世代陸域モデルが新たに構築されれば、地
球システムモデルの中で枝葉末節として取り扱われ
てきた植生や湖沼、河川、陸面における水・エネル
ギー循環だけではなく、土砂や栄養素などの物質循
環とその長期変動を斉一的に扱う枠組が構築され、
川幅など次世代陸域モデルに必要な境界条件のデー
タベース整備も含め、日本の陸域モデリング学術コ
ミュニティが将来にわたって世界をリードできる基
盤が構築されると大いに期待される。 
また、次世代陸域モデル開発と並行して取り組む

4 つの研究課題はいずれもグローバル水文学におい
て高い関心が寄せられているものの実現されていな
い課題であり、次世代陸域モデルの適用と検証、改
良のいずれにも資すると共に、それぞれの課題解決
は社会的貢献としても意義深い。 
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【研究期間と研究経費】 
 平成２８年度－平成３２年度 340,700 千円 

  
 
【ホームページ等】 

http://hydro.iis.u-tokyo.ac.jp/ 
 

 


